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「
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
は
、
大
日
本

水
産
会
主
催
の
水
産
を
テ
ー
マ
と
し
た
西
日
本

最
大
級
の
水
産
見
本
市
で
あ
り
、
今
年
は
「
鮮

度
流
通
技
術
展
」
等
と
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
約
２
４
０
社
が
出
展
し
、
２
日
間

合
わ
せ
て
約
１
万
人
の
来
場
が
あ
り
、
終
日
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
ブ
ー
ス
で
は
加
工
品
（
刺
身
類
・
ぶ
り

切
身
・
剣
先
い
か
姿
造
り
等
）、
乾
物
品
（
マ

イ
ワ
シ
煮
干
・
カ
ッ
ト
わ
か
め
・
焼
き
あ
ご
だ

し
パ
ッ
ク
等
）、約
30
品
目
を
展
示
し
、高
鮮
度
・

高
品
質
の
本
県
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

鮮
魚
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
近
年
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
エ
ラ
・
内
臓
除
去
後
、
真
空
包
装

し
た
形
態
で
の
展
示
を
行
い
、
加
工
品
に
つ
い

て
は
、「
俵
物
剣
先
姿
造
り
」「
天
然
真
鯛
刺
身
」

等
、
試
食
を
提
供
し
本
会
商
品
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
は
、
ケ
ン
サ

キ
イ
カ
・
ス
ル
メ
イ
カ
を
中
心
と
す
る
イ
カ
類

の
加
工
原
料
お
よ
び
、
外
食
産
業
向
け
寿
司
ネ

タ
・
刺
身
等
の
冷
凍
商
材
の
問
い
合
わ
せ
が
非

常
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
養
殖
ぶ
り
の
輸
出
関
係
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
も
多
く
あ
り
、
本
会
と
し
て
も
力
を

入
れ
始
め
て
い
る
部
門
で
あ
る
た
め
、
今
後
は

輸
出
体
制
も
強
化
し
な
が
ら
、
国
外
へ
の
販
売

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
商
談
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
事

業
所
と
連
携
し
、
様
々
な
需
要
に
応
じ
た
商
品

提
案
を
行
っ
て
い
き
、
本
県
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
及

び
、
販
売
強
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

第23回シーフードショー大阪
…………………………………………………………… 事業推進部　営業課

　

さ
る
２
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

大
阪
市
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
ー
ル
ア
ジ
ア
太

平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第

23
回
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開会セレモニーの様子

本会ブースの様子
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本
事
業
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
㈱
シ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
お
よ
び
長
崎
県

と
連
携
し
、
本
会
が
販
売
窓
口
と
な
っ
て
展
開

し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
マ
グ
ロ
は「
対
馬
産
」

に
限
定
し
て
お
り
、
関
係
漁
協
の
協
力
の
も
と

無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

会
場
で
は
、
現
地
輸

入
会
社
と
連
携
し
、

バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
お

よ
び
試
食
・
商
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
長
崎
県
の

水
産
概
要
や
対
馬
マ

グ
ロ
の
こ
だ
わ
り
を

紹
介
し
、
参
加
者
と

の
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
現

地
で
は
ロ
イ
ン
カ
ッ

ト（
ブ
ロ
ッ
ク
）で
の
仕
入
れ
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
今
後
は
加
工
業
者
と
の
連
携

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
翌
日
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
事
務
所
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
日
本

産
水
産
物
の
市
場
シ
ェ
ア
は
ま
だ
拡
大
余
地
が

大
き
く
、
特
に
外
食
向
け
需
要
へ
の
対
応
が
重

要
で
あ
る
と
の
示
唆
を
得
ま
し
た
。
物
価
水
準

が
高
く
、
外
食
比
率
が
大
き
い
当
地
市
場
の
特

性
を
踏
ま
え
、
外
食
向
け
の
商
品
開
発
提
案
に

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
高

所
得
者
層
が
多
く
居
住
す
る
エ
リ
ア
の
商
業
施

設
タ
ン
グ
リ
ン
・
モ
ー
ル
内
に
店
舗
を
構
え
て

い
る
「
あ
ら
や
商
店
」
に
て
、
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
お
よ
び
試
食
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
と
と
も
に
、
試

食
用
と
し
て
提
供
し
た
刺
身
は
「
脂
の
り
が
良

く
品
質
が
高
い
」
と
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
定
期
的
な
フ
ェ
ア
や
販
促
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
通
じ
て
対
馬
産
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
鮮
魚

や
塩
干
品
の
提
案
も
進
め
、
長
崎
県
産
水
産
物

の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

養殖マグロ海外販路開拓への取組
…………………………………………………………… 事業推進部　営業課

　

さ
る
２
月
２
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

長
崎
県
が
推
進
す
る
長
崎
産
水
産
物
海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
事
業
の
一
環
と
し
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
対
馬
産
養
殖
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
販
路
開
拓
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。

バイヤーとの試食商談会の様子

あらや商店での様子
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当
研
修
会
は
、
漁
協
合
併
の
意
義
と
効
果
に

つ
い
て
見
識
を
深
め
、
今
後
の
漁
協
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し

た
。
県
下
62
漁
協
の
う
ち
52
漁
協
（
95
名
）
が

参
加
し
、
長
崎
県
漁
連
田
代
専
務
に
よ
る
主
催

者
挨
拶
の
あ
と
、
左
記
内
容
に
つ
い
て
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
研
修
内
容

Ⅰ　

長
崎
県
下
漁
協
の
概
況
に
つ
い
て

�

（
講
師
：
長
崎
県
漁
連　

常
本
部
長
）

　

昭
和
24
年
に
２
３
２
組
合
で
あ
っ
た
長
崎
県

の
漁
協
数
は
、
整
備
促
進
法
や
合
併
助
成
法
の

も
と
、
段
階
的
な
再
編
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
漁
業
資
源
の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
、

組
合
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
漁
協
間
の

財
務
格
差
な
ど
が
障
害
と
な
り
、
合
併
は
計
画

通
り
に
は
進
ま
ず
、
解
散
事
例
も
発
生
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
在
の
指
針
（
令
和
５

～
９
年
度
）
で
は
、「
経
営
不
振
漁
協
対
策
」「
小

規
模
漁
協
対
策
」
を
継
続
し
つ
つ
、
将
来
的
に

地
域
の
中
心
と
な
り
組
合
員
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
規
模
・
機
能
を
有
す
る
「
中
核
漁
協
」
の

構
築
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向

け
、
段
階
的
合
併
や
勉
強
会
、
意
識
調
査
な
ど

を
通
じ
て
合
併
機
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

研修会の様子

Ⅱ　

�
全
国
に
お
け
る
Ｊ
Ｆ
合
併
の
取
組
み
に
つ

い
て

（
講
師
：
全
漁
連　

信
用
組
織
指
導
部　

�

Ｊ
Ｆ
経
営
サ
ポ
ー
ト
室　

吉
田
室
長
）

　

全
国
の
Ｊ
Ｆ
で
は
組
合
員
数
・
正
組
合
員
数

と
も
に
大
幅
な
減
少
が
続
い
て
お
り
、
小
規
模

Ｊ
Ｆ
の
割
合
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
正
職

員
数
の
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
内

部
け
ん
制
や
業
務
運
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

純
資
産
は
内
部
留
保
の
増
加
に
よ
り
全
体
と

し
て
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
出
資
金
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
安
定
的
に
黒
字
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
経
営
構
造
と
な
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
販
売
事
業
取
扱
高
が
一
定
規
模

（
20
億
円
以
上
）
の
Ｊ
Ｆ
は
黒
字
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
小
規
模
Ｊ
Ｆ
で
は
赤
字
割
合
が
高
く
、

経
営
の
安
定
に
は
一
定
の
規
模
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

全漁連　吉田室長

Ⅲ　

Ｊ
Ｆ
え
ひ
め
の
合
併
事
例
に
つ
い
て

�

（
講
師
：
愛
媛
県
漁
協　

山
崎
常
務
理
事
）

　

愛
媛
県
で
は
平
成
10
年
に
83
漁
協
が
存
在

し
、
平
成
19
年
度
末
ま
で
に
６
漁
協
へ
の
集
約

を
目
指
し
た
も
の
の
、
目
標
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
水
産
資
源
の
減
少
や
魚
価
低
迷
、

コ
ス
ト
の
増
加
、
さ
ら
に
組
合
員
の
高
齢
化
と

い
っ
た
課
題
は
深
刻
化
し
、
漁
業
や
漁
村
の
維

令和７年度 漁協合併啓発研修会を開催
…………………………………………………… 長崎県漁協合併推進委員会

　

さ
る
、
２
月
27
日
、
長
崎
県
漁
協
会
館

に
お
い
て
県
下
漁
協
の
代
表
理
事
組
合
長

お
よ
び
参
事
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
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持
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
平
成
28
年
度
に
県
１
漁
協
へ
の
再
編

方
針
を
策
定
し
、
再
び
合
併
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。
合
併
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
不
良
債
権
や
資
産
評
価
、
役
員

配
置
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
国
の
コ
ン
サ
ル

事
業
を
活
用
し
つ
つ
調
整
を
図
っ
た
。

　

合
併
の
実
現
に
は
、
組
合
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
漁
連
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
常
勤
役
員
や
担
当
者
が
中
心
と
な
り
、

１
０
０
回
を
超
え
る
説
明
会
を
重
ね
、
協
議
を

着
実
に
推
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
２
年
に

43
漁
協
の
広
域
合
併
が
承
認
さ
れ
た
。

愛媛県漁協　山崎常務理事

　

今
回
初
め
て
、
県
下
漁
協
の
組
合
長
を
対
象

と
し
た
「
合
併
に
関
す
る
研
修
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
で
は
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
な
か
、
漁
協
の
健
全

な
発
展
に
向
け
、
各
地
区
で
勉
強
会
等
を
実
施

し
、
合
併
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

当
祭
の
発
起
人
は
、
同
漁
港
を
拠
点
に
６
年

ほ
ど
前
か
ら
イ
ワ
ガ
キ
の
養
殖
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
平
田
浩
太
郎
氏
（
長
崎
市
み
な

と
漁
協
所
属
）。
平
田
氏
は
「
深
堀
地
区
を
盛

り
上
げ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
５
年
ほ
ど
前

に
長
崎
市
み
な
と
青
壮
年
部
会
を
立
ち
上
げ
、

今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
戸
石
産
や
針
尾
産
の
カ
キ
の
販
売

を
は
じ
め
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
、
塩
さ
ん
ま
や
サ
ザ

エ
な
ど
の
海
産
物
が
用
意
さ
れ
、
隣
接
す
る
カ

キ
小
屋
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
レ
ー
プ
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
の
出
店
に
加
え
、
マ
ダ
イ
や
カ
サ
ゴ
、

ア
オ
リ
イ
カ
な
ど
を
放
し
た
大
型
水
槽
を
使
っ

た
「
子
ど
も
向
け
魚
釣
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も

開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
新
鮮
な

カ
キ
や
海
産
物
を
味
わ
う
来
場
者
の
笑
顔
や
、

魚
釣
り
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
田
氏
は
「
多
く
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
年
は
深
堀
産
の

カ
キ
は
成
長
が
良
く
な
く
販
売
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
地
域
の
人
た
ち

と
協
力
し
、
水
産
業
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

深堀恵比須カキ祭が開催!!
…………………………………………………………… 総務指導部　指導課

　

さ
る
２
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、

長
崎
市
の
深
堀
漁
港
に
て
「
深
堀
恵
比
須

カ
キ
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

カキ小屋の様子当日販売されたカキ
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株
式
会
社
魚
耕
は
首
都
圏
（
１
都
４
県
）

を
中
心
と
し
た
百
貨
店
や
商
業
施
設
に
お
い
て
、

鮮
魚
店
等
（
鮮
魚
14
店
、
佃
煮
１
店
）
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
12
店
舗
で
の
開
催
と
な

り
、長
崎
県
「
推
し
魚
（
お
し
う
お
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
第
１
号
に
選
ば
れ
た
「
新
上
五
島
町

産
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
を
中
心
に
養
殖
ヒ
ラ
マ

サ
・
剣
先
イ
カ
な
ど
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

　

各
店
舗
で
は
、
試
食
を
交
え
な
が
ら
長
崎
県

産
魚
の
販
売
促
進
を
行
い
、
う
ち
７
店
舗
で
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
お
よ
び
、
賞
品
と
し
て
マ

グ
ロ
の
頭
や
カ
マ
、
本
会
の
乾
物
セ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

試
食
や
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
の
効
果
も
あ

り
、
マ
グ
ロ
の
柵
や
お
寿
司
な
ど
、
多
く
の
お

客
様
に
購
入
し
て
頂
き
、
ヒ
ラ
マ
サ
に
関
し
て

は
関
東
で
は
ブ
リ
や
カ
ン
パ
チ
に
比
べ
る
と
、

馴
染
み
が
薄
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
魚
耕
関

係
者
も
想
像
以
上
の
売
れ
行
き
に
大
変
驚
い
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、荻
窪
本
店
で
は
、長
崎
県
ご
当
地
キ
ャ

ラ
「
が
ん
ば
く
ん
」
の
来
店
も
あ
り
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

魚
耕
と
連
携
し
た
「
長
崎
フ
ェ
ア
」
の
取
り

組
み
は
今
回
が
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
、
関
東
地
区
を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
の

フ
ェ
ア
の
開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
鮮
魚
を
は
じ
め
加
工
品
に
つ
い
て
も
、

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
提
案
を
行
っ

て
い
き
、
本
県
水
産
物
の
良
さ
を
多
く
の
消
費

者
に
知
っ
て
頂
く
、
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

魚耕「長崎フェア」を開催
…………………………………………………………… 事業推進部　営業課

　

さ
る
２
月
７
日
か
ら
11
日
に
お
い
て
、

株
式
会
社 

魚
耕
（
本
社
＝
東
京
都
武
蔵

野
市
）
に
て
、「
長
崎
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

販売店舗の様子

商品の様子
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本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
養
殖
業
の
振
興
と
発

展
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
県

で
の
開
催
は
約
10
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
本
県

か
ら
は
平
野
会
長
を
は
じ
め
60
名
が
参
加
し
、

全
国
か
ら
約
４
０
０
名
の
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
変
化
に
立
ち
向
か

え
～
生
産
者
の
団
結
で
強
い
養
殖
業
を
実
現
し

よ
う
～
」。
は
じ
め
に
全
海
水
の
竹
田
会
長
に

よ
る
主
催
者
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て
来
賓
を

代
表
し
て
金
子
国
土
交
通
大
臣
、
熊
本
県
木
村

知
事
、
水
産
庁
藤
田
長
官
（
代
読
：
増
殖
推
進

部
福
島
部
長
）
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
左
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
海
面
魚
類
養
殖
に
お
け
る
気
候
変
動
下
で
の

赤
潮
対
策
に
つ
い
て
」

国
立
研
究
開
発
法
人　

水
産
研
究
・
教
育
機
構

瀬
戸
内
海
区
水
産
研
究
所　

元
所
長

熊
本
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

特
別
研
究
員

�

板
倉　
　

茂　

氏

①
海
洋
環
境
の
動
向

　

日
本
近
海
に
お
け
る
海
水
温
上
昇
の
状
況
、

気
候
変
動
が
日
本
沿
岸
の
水
産
資
源
の
分
布
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
長
期
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

②
気
候
変
動
と
赤
潮

　

瀬
戸
内
海
に
お
け
る
赤
潮
発
生
件
数
の
推

移
と
赤
潮
の
歴
史
に
つ
い
て
の
紹
介
お
よ
び
、

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
を
例
に
、
海
洋
環
境
が
赤
潮
の

発
生
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
海
水
温
上
昇
に
伴
い
、
新
た
な

有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
侵
入
・
定
着
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

③
赤
潮
の
対
策

　

赤
潮
対
策
と
し
て
、
物
理
学
的
・
化
学
的
・

生
物
学
的
の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、
令
和

７
年
度
に
熊
本
県
で
実
施
し
た
赤
潮
対
策
試
験

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

④
今
後
の
課
題

　

Ａ
Ｉ
や
新
技
術
を
活
用
し
た
赤
潮
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
高
度
化
、
沿
岸
域
で
の
赤
潮
監
視
体
制

の
強
化
と
関
係
機
関
と
の
連
携
の
重
要
性
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
成
長
・
赤
潮
耐
性

魚
の
育
種
と
閉
鎖
循
環
式
生
け
簀
の
開
発
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、
持
続
可

能
で
安
定
し
た
未
来
の
養
殖
業
を
目
指
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
フ
グ
養
殖
部
会
も
開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら
14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
か

ん
水
協
会
の
前
田
会
長
（
ト
ラ
フ
グ
養
殖
部
会

会
長
）
の
進
行
の
も
と
、
各
県
か
ら
現
在
の
在

尾
数
や
販
売
状
況
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
昨

今
の
陸
上
養
殖
等
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第48回全国海水養殖シンポジウム
………………………………………………… 長崎県かん水魚類養殖協議会

　

さ
る
２
月
16
日
、
熊
本
県
熊
本
市
の
熊

本
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
48
回
全
国
海

水
養
殖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

シンポジウムの様子

漁連だより No.362／2026.2･36 漁連だより No.362／2026.2･3



GYOREN NEWS

　

本
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性
漁
業
者
が
、

日
頃
の
研
究
・
実
践
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

と
と
も
に
、
参
加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や

情
報
を
共
有
・
進
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
水
産
業
・

漁
村
の
発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

本
県
か
ら
は
、
昨
年
12
月
に
開
催
し
た
第
28

回
長
崎
県
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会
で
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
中
庭 

源
氏
（
対
馬
地

区
漁
業
士
会
）
及
び
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
江

口
一
正
氏
（
佐
世
保
市
相
浦
漁
業
協
同
組
合
青

年
部
高
島
支
部
）
の
２
組
が
長
崎
県
の
代
表
と

し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　　

本
大
会
は
５
つ
の
分
科
会
に
分
類
さ
れ
「
第

１
分
科
会
：
資
源
管
理
・
資
源
増
殖
部
門
」「
第

２
分
科
会
：
漁
業
経
営
改
善
部
門
」「
第
３
分

科
会
：
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
」「
第
４
分
科
会
：

地
域
活
性
化
部
門
」「
第
５
分
科
会
：
多
面
的

機
能
・
環
境
保
全
部
門
」
か
ら
と
な
り
ま
す
。

中
庭
氏
は
第
３
分
科
会
：
流
通
・
消
費
拡
大
部

門
、江
口
氏
は
第
５
分
科
会
：
多
面
的
機
能
・
環

境
保
全
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　　

発
表
は
15
分
以
内
で
あ
り
、
発
表
終
了
後
に

５
分
程
度
審
査
員
か
ら
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

中
庭
氏
、
江
口
氏
は
共
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で

発
表
し
、
終
了
後
は
安
堵
し
た
表
情
が
印
象
的

で
し
た
。

　

２
日
目
に
は
各
部
門
の
審
査
員
代
表
者
か
ら

な
る
講
評
や
各
賞
受
賞
者
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
中
庭
氏
が
農
林
中
央
金
庫

理
事
長
賞
を
受
賞
、
江
口
氏
が
水
産
庁
長
官
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
の
概

要
に
つ
い
て
は
次
号
以
降
に
紹
介
致
し
ま
す
。

『第31回全国青年・女性漁業者交流大会』が開催
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

　

さ
る
３
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

「
第
31
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

30
団
体
が
日
頃
の
研
究
・
実
践
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

中庭氏が発表している様子

江口氏が発表している様子
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長
崎
県
に
お
け
る
令
和
８
管
理
年
度
の
ク
ロ
マ

グ
ロ
資
源
管
理

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、
中
西
部

太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
で

の
国
際
合
意
に
基
づ
き
、
我
が
国
は
平
成
22
年

か
ら
管
理
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

27
年
１
月
か
ら
、
30
㎏
未
満
の
小
型
魚
の
漁
獲

上
限
に
つ
い
て
は
平
成
14
年
か
ら
16
年
ま
で
の

年
平
均
漁
獲
実
績
か
ら
半
減
す
る
措
置
が
と
ら

れ
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
30
㎏
以
上
の
大
型

魚
の
漁
獲
上
限
に
つ
い
て
は
同
期
間
の
平
均

漁
獲
実
績
を
超
え
な
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
漁
獲
上
限
は
、
令

和
３
年
度
（
第
７
管
理
期
間
）
ま
で
、
小
型
魚�

４
，０
０
７
ト
ン
、
大
型
魚
４
，８
８
２
ト
ン
と

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
（
第
８
管
理

期
間
）
は
、
令
和
３
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た�

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
大
型
魚
の
漁
獲
枠
が

15
％
増
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
都
道
府

県
管
理
枠
の
当
初
配
分
は
前
年
比
で
大
型
魚

11
％
増
、
小
型
魚
16
％
増
と
な
り
（
大
臣
管
理

枠
と
の
調
整
の
結
果
、
小
型
魚
も
増
枠
）、
令

和
６
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お

い
て
初
め
て
小
型
魚
の
漁
獲
枠
が
10
％
増
、
大

型
魚
が
50
％
増
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

都
道
府
県
管
理
枠
の
当
初
配
分
は
前
年
比
で
小

型
魚
40
％
増
、
大
型
魚
72
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
管
理
年
度
は
、
令
和
７
年
12
月
に

開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
増
枠
の

議
論
は
行
わ
れ
ず
、
本
県
へ
の
当
初
配
分
は
、

小
型
魚
が
８
７
９
・
９
ト
ン
（
都
道
府
県
区
分

に
お
け
る
全
国
シ
ェ
ア
30
％
）、
大
型
魚
が

２
３
４
・
７
ト
ン
（
同
シ
ェ
ア
８
％
）
と
、
前

年
と
同
じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
海
区
別
か
つ
採
捕
の
種
類
別
の
割
当
量

　

令
和
８
管
理
年
度
に
お
け
る
県
内
５
海
区
の

漁
船
漁
業
及
び
定
置
漁
業
へ
の
配
分
量
に
お
い

て
も
前
年
と
同
じ
で
、
こ
れ
ら
の
数
量
を
も
と

に
「
長
崎
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
計
画
（
令
和

８
年
３
月
31
日
策
定
）」
に
沿
っ
た
ク
ロ
マ
グ

ロ
資
源
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

（
２
）
漁
獲
量
の
公
表
及
び
早
期
是
正
措
置

　

本
県
は
漁
業
法
第
31
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
全
体
、
海
区
別
か
つ
採
捕
の
種
類
別
等
の
漁

獲
量
が
割
当
量
７
割
を
超
え
た
場
合
、
又
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
県
Ｈ
Ｐ
等
で
公
表
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
公
表
後

は
、
同
法
第
32
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

関
係
漁
業
者
の
皆
様
に
は
消
化
率
７
割
、
８
割
、

９
割
の
各
段
階
に
応
じ
た
早
期
是
正
措
置
（
操

業
時
間
・
回
数
の
削
減
や
操
業
自
粛
（
放
流
）

等
）
を
講
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
割
当
量
を
超
過
さ
せ
な
い
よ
う
ご
対
応
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 （
３
）
漁
獲
報
告

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
平
成
30
年
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
し
た
場

合
は
、
同
法
30
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
県

へ
の
報
告
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

令和８管理年度におけるクロマグロ資源管理について
…………………………………………………… 長崎県水産部　漁業振興課

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
令
和
８
管

理
年
度
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理

と
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制
措
置
の

概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（単位：トン）
（表１） 小型魚の割当量 大型魚の割当量

海区／採捕の種類漁船漁業定置漁業 小計 漁船漁業定置漁業 小計

県南 6.321 0.333 6.654 1.396 2.131 3.527

県北 38.729 25.427 64.156 1.396 14.385 15.781

五島 138.650 28.367 167.017 1.609 26.520 28.129

壱岐 175.040 17.174 192.214 148.654 10.888 159.542

対馬 418.703 16.684 435.387 7.545 17.330 24.875

県留保枠 14.472 2.846

合計 879.900 234.700

※　数量は海区間融通や国からの追加配分等により変更する可能性があります。
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は
週
次
報
告
（
火
～
月
曜
の
実
績
を
火
曜
日
に

報
告
）、
月
次
報
告
（
前
月
の
実
績
を
翌
月
10

日
に
報
告
）
の
ほ
か
、
消
化
率
７
割
公
表
後
の

漁
獲
が
あ
っ
た
日
ご
と
の
報
告
等
を
定
め
て
い

ま
す
が
、
令
和
８
管
理
年
度
か
ら
は
、
漁
業
法

改
正
に
伴
い
ク
ロ
マ
グ
ロ
（
大
型
魚
）
に
つ
い

て
の
み
、
原
則
、
陸
揚
げ
後
３
日
以
内
の
法
定

報
告
期
限
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
週
２
回
報
告

（
木
～
日
曜
の
実
績
を
火
曜
日
に
、
月
～
水
曜

の
実
績
を
木
曜
日
に
）
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
す
る
ほ

ぼ
全
て
の
漁
業
者
の
皆
様
は
、
こ
れ
ら
の
報
告

を
所
属
漁
協
に
委
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
係

漁
業
者
及
び
漁
協
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
引

き
続
き
適
時
適
切
な
漁
獲
報
告
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
参
考
）
長
崎
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
計
画

https://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/fs/9/4/

2/9/_/260331_____1_________TAC
_____8_____.pdf

令
和
８
年
度
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制

　

前
述
の
と
お
り
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ

い
て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
で
決
定
し
た
国
際
ル
ー

ル
に
基
づ
き
、
漁
業
者
に
対
し
厳
格
な
数
量
管

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
遊
漁
者

に
つ
い
て
も
、
資
源
管
理
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
広
域
漁
業
調
整

委
員
会
指
示
に
よ
る
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

12
月
２
日
に
発
出
さ
れ
た
日
本
海
・
九
州
西
広

域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
82
号
及
び
令
和
８

年
２
月
26
日
に
発
出
さ
れ
た
同
委
員
会
指
示
第

86
号
に
よ
り
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
ク
ロ

マ
グ
ロ
（
大
型
魚
）
を
採
捕
し
よ
う
と
す
る
遊

漁
者
、
当
該
遊
漁
者
を
乗
船
さ
せ
る
遊
漁
船
業

者
や
船
舶
運
航
者
は
、
同
委
員
会
へ
の
事
前
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
小
型
魚

（
30
㎏
未
満
）
の
採
捕
禁
止
」、「
大
型
魚
（
30

㎏
以
上
）
の
保
持
制
限
（
１
人
２
か
月
間
ご
と

（
表
２
参
照
）
に
１
尾
ま
で
）」
及
び
「
採
捕
報

告
の
義
務
（
遊
漁
者
が
大
型
魚
を
採
捕
し
た
場

合
に
は
、
陸
揚
げ
し
１
日
以
内
に
水
産
庁
へ
報

告
す
る
こ
と
、報
告
内
容
と
し
て
船
の
情
報
等
」

が
定
め
ら
れ
お
り
、
各
指
示
の
有
効
期
間
は
令

和
９
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
後
者
の
指
示
に
基
づ
き
、
大
型
魚
に
つ
い

て
は
、
月
ご
と
に
採
捕
可
能
な
数
量
が
設
定
さ

れ
、
数
量
が
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
そ

の
月
の
採
捕
禁
止
が
公
示
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。

　

ま
た
、
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
直
ち
に

農
林
水
産
大
臣
名
で
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
の

指
示
に
従
う
べ
き
旨
の
命
令
（
裏
付
け
命
令
）

が
発
出
さ
れ
ま
す
。
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、

漁
業
法
第
１
９
３
条
に
基
づ
き
、
罰
則
（
１
年

以
下
の
拘
禁
刑
、
50
万
円
以
下
の
罰
金
等
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係
漁
業
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
ご
承
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

平
成
27
年
か
ら
開
始
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源

管
理
の
取
組
に
よ
り
、
最
近
で
は
、
沿
岸
へ
の

大
量
来
遊
や
、
漁
獲
サ
イ
ズ
の
大
型
化
な
ど
、

資
源
回
復
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
評
価
上
も
資
源
管
理
の
効
果
が

あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
資
源
量
が
急
激
に
回
復
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
令
和
８
管
理
年
度
に
つ
い
て
も
、

限
ら
れ
た
本
県
配
分
量
の
枠
内
で
の
漁
獲
と
な

る
こ
と
か
ら
操
業
の
自
粛
（
放
流
）
や
漁
獲
努

力
量
の
削
減
な
ど
、
関
係
漁
業
者
の
皆
様
に
大

き
な
ご
負
担
を
強
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
国
に
対

し
て
漁
獲
枠
の
拡
大
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

海
区
間
融
通
や
県
間
融
通
に
よ
り
ク
ロ
マ
グ
ロ

漁
獲
枠
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

GYOREN NEWS

（表２）令和８年４月から令和９年３月における大型魚の採捕可能数

（参考）クロマグロ遊漁に関するポスター
（水産庁作成）

時期 Ｒ８年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 Ｒ９年１月 ２月 ３月
数量 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン 4.2トン
１人当り
保持制限 １尾 １尾 １尾 １尾 １尾 １尾
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�　
　
　
　

�
は
じ
め
に

　

長
崎
県
の
水
産
物
の
国
内
流
通
は
関
西
以
西
が
主
流

と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
東
の
首
都
圏
を
含
め
た
広
域
へ

の
鮮
魚
出
荷
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
輸
出

は
令
和
８
年
１
月
末
現
在
停
止
し
て
い
ま
す
が
、
輸
出

が
行
わ
れ
て
い
た
令
和
５
年
で
も
流
通
範
囲
は
大
陸
縁

辺
部
が
主
流
で
あ
り
、
内
陸
部
へ
の
流
通
拡
大
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
我
々
は
中
国
内
陸
部
へ
の
輸
出
が
可
能
と

な
る
保
存
期
間
６
日
か
ら
８
日
を
目
標
に
、
長
距
離
流

通
に
対
応
し
た
鮮
魚
の
品
質
保
持
技
術
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

脱
血
度
合
い
の
確
認

　

魚
の
血
液
は
、
脂
を
酸
化
さ
せ
、
に
お
い
成
分
を
発

生
さ
せ
や
す
く
し
ま
す
。
魚
の
品
質
保
持
に
血
を
抜
く

こ
と
（
以
下
脱
血
）
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
実
際
の
「
脱
血
度
合
い
」
を
定
量
す
る

方
法
が
な
く
、
科
学
的
に
裏
付
け
さ
れ
た
脱
血
手
法
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
魚
体
内
に
残
っ
た
血
液
量
の
指
標
化
に
取

り
組
み
、
魚
肉
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
を
指
標
と
す

る
評
価
手
法
を
考
案
し
ま
し
た
。
血
液
に
多
く
含
ま
れ

る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
魚
肉
中
に
少
な
い
ほ
ど
、
よ
く
脱

血
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
法
を
用
い

て
、
マ
ダ
イ
や
ブ
リ
に
お
い
て
、
各
種
条
件
ご
と
の
脱

血
度
合
い
を
比
較
・
検
証
し
て
い
き
ま
し
た
。
な
お
、

今
回
紹
介
す
る
技
術
開
発
に
お
け
る
脱
血
処
理
は
、
魚

の
血
管
を
切
断
し
た
の
ち
海
水
中
で
放
血
す
る
一
般
的

な
方
法
を
ベ
ー
ス
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

脱
血
方
法
の
検
討

【
切
断
す
る
部
位
】

　

ま
ず
は
切
断
す
る
部
位
は
ど
こ
が
良
い
の
か
に
つ
い

て
「
無
処
理
」、「
鰓
を
切
断
」、「
鰓
膜
を
切
断
」、「
背

骨
の
下
を
切
断
」
を
比
較
し
ま
し
た
。
図
１
に
示
し
た

よ
う
に
、
鰓
の
切
断
が
最
も
効
率
良
く
血
が
抜
け
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。

【
鰓
の
切
断
方
法
】

　

次
に
、
鰓
を
切
断
す
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
切
断

す
る
の
が
効
率
が
良
い
の
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
鰓

を
１
枚
だ
け
切
断
」、「
片
方
の
鰓
を
す
べ
て
切
断
」、「
す

べ
て
の
鰓
を
切
断
」
で
比
較
し
ま
し
た
（
図
２
）。
切

断
し
た
鰓
の
数
で
は
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
平
均
値
と
し
て
は
両
鰓
（
す
べ
て
の
鰓
）
を
切

断
し
た
も
の
が
比
較
的
脱
血
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。

水産試験場だより

図１．切断部位ごとの魚肉中ヘモグロビン濃度（マダイ）

長距離流通に向けた
品質保持技術の開発

について

長崎県総合水産試験場
　水産加工開発指導センター　加工科
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一
部
業
者
か
ら
「
鰓
を
１
枚
だ
け
切
る
方
法
が
最
も

血
が
抜
け
る
」
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
そ
ら

く
は
１
枚
切
り
の
方
が
放
血
部
位
の
断
面
積
が
少
な
い

分
、
勢
い
よ
く
血
が
出
る
こ
と
か
ら
そ
う
思
わ
れ
た
の

だ
と
推
測
し
ま
す
。
作
業
の
効
率
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
鰓
を
切
断
し
た
方
が
確
実

に
脱
血
で
き
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

【
脱
血
時
の
温
度
】

　

さ
ら
に
は
、脱
血
時
の
温
度
を
検
討
し
ま
し
た（
図
３
）。

大
き
な
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
温
度
が
低
い

ほ
ど
血
が
抜
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
温
度
が
低
い

こ
と
は
、
高
水
温
に
よ
る
品
質
劣
化
を
防
止
す
る
こ
と

に
も
繋
が
る
た
め
、
脱
血
時
に
は
冷
却
し
た
海
水
を
用

い
る
の
が
望
ま
し
い
で
す
。

長
期
保
存
リ
ス
ク
の
確
認

　

鮮
魚
の
長
期
保
存
時
に
は
、
微
生
物
の
増
殖
に
よ
る

品
質
の
低
下
や
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
た
め
、

マ
ダ
イ
・
ク
エ
・
ブ
リ
の
３
魚
種
を
対
象
に
、
流
通
を

想
定
し
た
氷
蔵
保
存
下
（
０
℃
前
後
）
に
お
け
る
生
菌

数
を
調
べ
ま
し
た
。

　

筋
肉
中
の
一
般
細
菌
数
を
14
日
間
に
わ
た
り
測
定
し

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
魚
種
も
生
食
用
冷
凍
鮮
魚
介
類

の
規
格
基
準
値
（
１
グ
ラ
ム
あ
た
り
10
万
個
）
を
超
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
、
水
産
物
に

お
い
て
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
主
な
要
因
で
あ
る
腸
炎

ビ
ブ
リ
オ
や
大
腸
菌
群
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
と
め

　

本
研
究
に
お
い
て
、
魚
の
品
質
保
持
の
た
め
の
脱
血

処
理
は
、「
魚
体
を
冷
や
し
な
が
ら
、
全
て
の
鰓
を
切

断
す
る
こ
と
」
が
、
最
も
安
定
し
た
脱
血
効
果
が
得
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
微
生

物
の
増
殖
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
氷
蔵
で
あ
れ
ば
10
日

程
度
（
14
日
×
安
全
係
数
０
・
７
）
の
保
存
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
担
当
：
石
崎
航
一
郎
）

図２．鰓切断条件ごとの魚肉中ヘモグロビン濃度（ブリ）

図３．脱血温度ごとの魚肉中ヘモグロビン濃度（ブリ）

水産試験場だより
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漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
漁連だより No.362／2026.2･3

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


